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研　究　報　告



溶接棒部会技術委員会の活動

幹事　大石 実

昭和44年慶：における溶接棒部会技術委員会の主要な研究テーマとその活動内容は次のと諭力で

ある0

1．サブマージ溶接の割れ試験法の確立　　　継続　　　　　　主　査　　　　村　本　徹五郎

　60ハイテンに引続いて軟鋼について実施の予定である。

2．ステンレス系溶接棒の諸問題の検討，研究　　　　　　　　主　査　　　　加　藤　　　進

　オーステナイトステンレス鋼のミクロ割れについて各種資料の調査，とわまとめを行なうと同

　時に，共同研究を行ない実体を究明するのを目的とする。

3，塗料と溶接について　　　　　　　　 主査　　安藤精一
　被覆棒についての研究に引続いて，自動溶接と塗料について，棒メーカー，ユーザー，中立側

　塗料メーカー合同で共同研究を行なつた。

4．内外溶接規格の調査継続　　　主査　戸倉基
5．半自動溶接材料の選び方，使い方編集の件　　　　　　　　主　査　　　　堀　内　　　聖

　半自動溶接法についての手引書作製のための検討を行なう。

6．講習会むよび研究発表　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　　中　川　昌　俊

　12月8日　戸畑で次のスケジユールで実施した。

　i　溶接技術開発の体験　　　　　　　　　　　関口委員長

　li最近の溶接棒とその規格　　　　　　　　　中川　昌俊

　1“　軟鋼用溶接棒の選び方使い方　　　　　　　多喜乃　雄

　lV　特殊鋼用溶接棒の選び方使い方　　　　　　加藤　　進

　V　サブマージアーク溶接材料の選び方使い方　清水　敏治

　vl新しい半自動溶接材料　　　　　　　　大石　　実

　vil溶接と塗料　　　　　　　　　　　　　　　小笠原仁夫

7．　J　I　S原案作製の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　大石実，応和俊雄

　工技院よ力低ニッケル低温鋼用被覆アーク溶接棒の原案依託があつたので，原案作製委員会を

　設置して原案作製して答申した。これはJ　I　S　Z3241低温鋼用被覆アーク溶接棒となつ

　た。
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8．技術発表　継続　　　　　　　 主査　田村　博
　　長大橋とその使用鋼材について　　　　　　奥村　敏恵

9．　J　I　S見直しの件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　大　石　　　実

　　規格委員会より次の14件の見直しの依託をうけたので，J　I　S見直し分科会を設置して検討

　　し，答申した。

　　　Z3126，Z3231，Z3114，Z3253，Z3002，Z3182，Z3151
　　　Z3152，Z3153，Z3161，Z3162，Z3252，Z3311，Z3154
10．臨時分科会

　　昭和45年度に日本で開催される技能五輪大会用溶接棒について検討を行なった。

以 上
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　　　　溶接棒部会技術委員会の活動

　　　　　　　　　　　　　　　幹事　大石　実
昭和45年度における溶接棒部会技術委員会の主要な研究テーマとその活動内容は次のとむわで

あるo

L　溶接と塗料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　安藤　精一

　溶接と塗料について，引続いて塗料メーカーの協力を得て，半自動溶接関係について共同研究

　を行なう。

2．ステンレス溶着金属のフエライト量とミクロ割れにっいて　　　主　査　　　加藤　　進

　ミクロ割れについて組成，溶接法によっていかなる挙動を示すかについて共同研究を行をう。

3．内外溶接棒の規格集編集の件　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　戸倉　　基

　　継　続
4．半自動溶接材料の選び方・使い方編集　　　　　　　　　　主査　　堀内　聖

　　継　続
5．　J　I　S見直しの件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　大石　　実

　J　I　S見直し委員会を設置し，次の9件の見直し検討を行なつて規格委員会に答申した。

　Z3125，Z3221，Z3134，Z3146．Z3155，Z3181，Z3210
　Z3223，Z3251

以　上
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　　　　　溶接棒部会技術委員会の活動

　　　　　　　　　　　　　　　幹事　大石　実
昭和46年度にむける溶接棒部会技術委員会の主要な研究テーマとその活動内容は次のと蔚わで

ある。

1．溶接と塗料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　安藤　精一

　引続いて塗料メーカーの協力を得て，いま’までの研究結果を基にして，欠陥の防止と対策につ

　いて検討を行なう。

2．水素測定法の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　市原　　泉

　J　I　W第2と共同で，水素測定法についてI　SO案，J　I　S法の検討を行ない，J　I　S改正の

　よりどころとする。

3．市場調査　　　　　　　主査　三上博
　小ロユーザーを対象に，広く業種別にアンケードをとり，溶接材料ならぴに，溶接方法の現状

　調査を行なうと共に，将来に対する指針とする。

4．異材継手溶接法の調査　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　加藤　　進

　異材継手の溶接方法の調査を行ない，とわまとめる。

5．半自動溶接材料の選ぴ方使い方編集　　継続　　　　　　　　　主　査　　　堀内　　聖

　執筆，校正が完了し，昭和47年2月1日，産報よわ発行されることになった。

6．技術発表　　　　　　　　　　　主査　 田村　博
　ソ連の溶接事情について　　　　　　　　　　　　　　稲垣道夫氏

　鋼中の水素の逃散過程と脆化について　　　　　菊田米男氏

7，　J　I　S改正の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　大石　　実

　水素測定法のJ　I　S改正案を作製し，答申した。

　なお水銀法については，共研第2分科会の結論を参考にすることにした。

8．JIS見直の件　　　　　　　　　　 主査　大石　実
　J　I　S　Z　3003ほか14件の見直しを行ない，答申した。

以　上
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